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I .は じめ に

本年度の都中英研総会は 5月 9日 に開催され、

新役員が承認されました。会長の私をはじめ、昨

年度と大きな変化はありません。北中英研の会長

が、大野容義先生から西正弘先生に代わったこと

による副会長の交代だけが、役員組織の唯一の変

化です。

しかし、それぞれの部においては新しい部員も

加わり、今年度も都中英研は新鮮な気持ちでスタ
ートを切りました。

都中英研は、昨年度も大きな成果をおさめまし

た。しかし、現状に満足することなく、今年度も

更なる前進を心がけます。それは、私たち都中英

研は単なる組織団体ではなく、英語教育を視座の

中′きに据え、様々な課題解決に向けて、その使命

と責任を常に感じている研究組織だからです。

Ⅱ.平 成 20年 度 の行動 目標

都中英研の昨年度の成果をふまえながら、平成

22年度に開催される関ブロ東京大会を視野に入れ、

以下のように行動目標を設定しました。

1.組 織の充実とその活性化を図る。

(1)都 中英研の組織がより強固なものとなるよ

うその充実を図り、改善を行う。

(2)都 中英研の各種事業がより多くの教員や学

校が参画することを通して、その活性化を図

る。

(3)都 中英研の諸活動が一層活発にすすめられ

るよう、各地区の部長、幹事と連携を密にし、

組織としての基盤づくりに務める。

2.財 政基盤の充実を図る。

(1)従 来の事業内容を見直 し、経費の節減を図

る。

(2)新 たな事業の展開を積極的に行い、収入源

の確保を図る。

(3)会 費制の導入について、その検討を行う。

3.人 材の発掘とその育成

に努める。

(1)有 能な人材を発掘し、

リーダー層の育成を図

るとともに、英語教員

全体の資質向上を推進

する。

(2)教 員の資質向上を目

指した研修事業を積極

的に企画し、遂行する。

(3)英 語教員の養成と研修の充実を目的に、授業

研究を一層活発に推進できるよう支援体制を整

備する。

4.調 査 ・研究機関の充実を図る。

(1)英 語教育に関わる基礎的事項や活動実態につ

いての調査活動を遂行する。

(2)英 語教育に関わる今 日的かつ実践的な課題に

ついての研究活動を遂行する。

(3)平 成24年 度より完全実施される新教育課程に

向けて、具体的な指導内容 ・方法について、組

織をあげて研究を進める。

5.英 語教育に関わる関係機関や関係団体との連携

を図る。

(1)「 全英連中学部会」 との関わ りを
一層深め、

外部機関と主体的に発信できる組織づくりを目

指す。

(2)文 部科学省や東京都教育委員会との関わ りを

より充実させる。

(3)そ の他、英語教育に関わる関係諸団体 との関

わりをより充実させる。

6.英 語教育に関わる各種情報の収集・発信を進め、

研究大会の構想に着手する。

(1)こ れまでの広報媒体を活用して、各種情報の

発信を行う。

(2)HoPの 活用を図り、それを通 して各種情報の

受 ・発信を行う。

(3)平 成22年 度開催の関東甲信地区英語教育研究

協議会東京大会に向け、本格的な準備を進める。

III。さいごに

新学習指導要領も発表されました。都中英研は色

々な課題を先取りし、使命をもって、これからも果

敢に挑戦を続けたいと考えています。
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都中莫研総会にて、平成20年 度の年間事業計画決まる

(都中英研総会〉              (都 中英研役員一同〉

平成20年度の都中英研総会が、 5月 9日 (金)に、豊島区勤労福社会館にて開催されました。

備里川正人会長の挨拶、平成19年度の各部の事業報告、決算報告に続き、平成20年度の事業計

画案および予算案が提案され、承認されました。各部の事業計画のあらましをご紹介します。

なお、平成20年度の都中英研役員は、次ベージの
一覧の通りです。

平成20年 度 中英研年間事業計画

中英研では英語教育の振興を図るこ

指導技術や識見の向上を目指し、多く

総 務 部

定期総会の運営(5月 9日 )

全英連中学校部会の運営補助

中英研各地部区長・幹事会の開催 (8月予定)

関ブロ長野大会に関する事務

各部の事業への運営補助

経 理  部

都中英研事業に係る会計事務

事 業  部

定期総会の運営 (5月 9日)

サマーワークショップの開催 (8月21日)

授業カアップ研修会の開催 (今秋)

英語学芸大会の開催 (12月7日)

とを目標に、次のような事業を実施しています。

の皆様のご参加をお待ちしています。

調 査  部

コミュニケーションテス トの作成 ,実施 ・

処理 ・分析 ・報告書作成 (後述参照)

研 究  部

夏休みの語い指導ワークショップの開催
(7月 28日、 8月 8日 、 8月 21日)

公開授業および研究発表会の開催

出 版 部

「都中英研だよりJ第 55号の発行 (7月 )

「都中英研だよりJ第 56号の発行 (11月)

「都中英研会報」第66号の発行 (3月 )

都中英研ホームページの更新補助

プロジェクト・テーム (PT)部

研究活動 (文献研究 ・授業研究 ・授業分析)

(都中英研役員一同〉
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研究会 ・協議会

英語学芸大会 12月 7日 (日)

会 場 :東洋学園大学

関ブロ長野大会 11月 7日 (金)

会 場 :上国市民会館

テーマ 「国際社会を人間力豊かに生きる力を育てる英語教育」 (仮称)

第48回十五大都市公立中学校英語教育研究会連絡協議会 ,広島大会

研究主題 「これからの英語教育のあり方」 (授業改善に向けて)

日  日寺:平成20年 10月 17日 (金) 9 :30～ 16:30

場 所 :ホテルセンチュリー21広島<広 島駅南回より徒歩 3分 >

夏季全英連中学校部会 7月 25日 (金)13:3 0～ 17:00  講 師 :平田和人先生

於 :国立オリンピック記念青少年総合センター

合同音「会    7月 26日 (土)9:00～  14:00

全英連全国大会

九州地区 (鹿児島大会)11月 21日 (金)～ 22日 (土)

場 所 :第一日 鹿 児島市民文化ホール

第二日 か ごしま県民交流センター ・他分科会会場

<役 員 紹 介 >

イ受 職 氏 名 所  属   校 職  位

△

長 備里川 正  人 足立区立第十四中学校 校  長

百
田

ヘ

長 竹 下    賢 板橋区立第三中学校 校  長

ヤ青 水 研 一郎 江東区立南砂中学校 校  長

田 幸    徹 足立区立花畑北中学校 校  長

西   正  弘 小平市立第四中学校 校  長

井 田 宗 宏 東大和市立第二中学校 校  長

度 田 幸 男 清瀬市立第四中学校 校  長

安 原 美 代 三鷹市立第二中学校 校  長

総  務  部  長 飯 島 光 正 豊島区立西池袋中学校 校 長

経 理
立
ロ 長 午 島  順  子 港区立赤坂中学校 校  長

調  査  部  長 重 松    靖 国分寺市立第五中学校 副校長

事 業
立

口 長 横 山 達 也 多摩市立和国中学校 教  諭

研  究  部  長 北 原 延 晃 港区立赤坂中学校 教  諭

出 版
立
ロ 長 池 田 武 男 西東京市立田無第四中学校 副校長

P T 部  長 石 川  賢  司 墨田区立墨田中学校 副校長

会 計 監 査 大 野 容 義 青梅市立第一中学校 校  長

稲 葉 秀 哉 板橋区立赤坂第二中学校 校  長

和 国 文 宏 世田谷区立桜丘中学校 副校長
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1.コ ミュニケーションテストの目的と特徴

① 2・ 3年生の9月末までの履修範囲で、各領域別に到達度を損1り、東京都全域で実施し、全都内参

加校の平均点を示すことのできるテストです。

②  「テスト問題は授業の裏返し」、 「評価は授業の道しるべJと 考え、コミュニカティヴな授業の内

容を生かし、実際の言語の使用場面での運用力を測ります。

③ 5領 域別に、何を損1るかというねらいを明確にして問題を作成するので、観点別評価をつける時に

評価材料となります。

5毎ヨナ戎 Listening,Reading

Vヽriting

… [理解の能力]
… [表現の能力]

Grammar,Vocabulary…・[言語や文化についての知識 ・理解]

④ 領 域別に結果が診断されるので、生徒の反省点 ・指導の改善に役立ちます。

⑤ 実 際の生活場面を考慮し、そこで使われている言語をできるだけ多く扱います。また、自らの考え

を表現する文は複数の解答許容範囲を設けています。

2.対 象学年 2年 ・3年 生

3.出 題範囲 原 則として、 9月 末までの履修範囲とする。 (原則として都内で使用されている主要教科

書の言語材料に共通したものから出題)

4.実 施期間 10月 上旬-11月 上旬

5.所 要時間 50分 (リスエングテスト10分前後を含む)

6.送 付資料 生 徒へ 成 績個人表 (観点別評価も)、 学習の手引き

先生へ 出 題のねらい、参加校の都平均点 ・分布表、結果報告書

7.申 込期間 5月 下旬～ 9月 中旬

8 申 込方法 申 込書を送ってください。 (都交換もしくはFAXで )

送り先

問合わせ先

〒1870032  小 平市小川町 1

小平市立小平第五中学校

TEL, 042-341-6795
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副校長 五 十嵐 浩 子

FAX.042-341-6797

宛

9 .代  金 一人280円

(内訳 ・問題作成 ・答案処理 ・集計や分析 ・録音 ・報告書作成など)

送金方法 ・事後処理などは参加校が決定後お知らせします。10。そ の 他

～ ・～お知らせ～・～

一中英研関連出版物一

『コミュニカティブ ・テスティングヘの挑戦』

根岸雅史、東京都中学校英語教育研究会 編著 (三省堂 2007年 4月 10日発行)
『中学生の楽しい英語劇―Let′s Enjoy Some Plays』

東京都中学校英語教育研究会 編著 (秀文館 2004年 6月発行)

一中英研ホームページー

中英研の動向、情報、をお知らせいたします。ぜひ、下記URLに アクセスしてください。
「中英研だより」もいち早くご覧にいただけます。

http://www.chueiken tokyo.org

本年度も 「明日の授業にすく
ヾ
に役立つ」実践紹介をお知らせしたいと思つております。

ぜひとも、実践紹介を出版部までご紹介ください。
ご連絡先 !西東京市立田無第四中学校  池  田  武  男 (中英研出版部長)

TEL:042-465-6113  Fzへ X:042-469-2181  酌 【all j tanas4@nishitokyo.ed.jp


